
外来腫瘍化学療法について 

 

 当院では、外来で抗がん剤治療を受ける患者様が、

安心・安全に治療を継続するために、以下の体制を

整備しております。 

 

１．医師、看護師又は薬剤師を院内に常時配置し、

患者様からの電話等による緊急の相談に 24 時

間対応できる連絡体制を整備しています。 

２．急変時等の緊急時に患者様が入院できる体制を

確保しています。 

３．化学療法のレジメン(治療内容)の妥当性を評価

し、承認する委員会を定期的に開催しています。

当委員会は、化学療法に携わる各診療科の医師、

看護師、薬剤師、管理栄養士等で構成されてい

ます。 

 

 



後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用について 

 

 当院では、厚生労働省からジェネリック医薬品の使用推

進に基づき、医療費削減と患者さんの自己負担軽減を目的に、

ジェネリック医薬品の使用割合を増加していくため、ジェネ

リック医薬品導入に関する説明を積極的に実施しています。 

ジェネリック医薬品の使用推進のため、院外処方せんでは、

製薬会社の商品名ではなく、医薬品の有効成分を表す一般名

処方としている医薬品もあります。 

ジェネリック医薬品の供給不足が生じた場合、同種同効薬

などへの変更を行うことがありますが、変更する場合には安

心して使用していただけるよう十分に説明させていただき

ます。 

病院負担軽減のため、患者さんの状態に応じ医師の判断で

28 日以上の長期投薬を行うこと、またはリフィル処方せん

（一定期間内に反復利用できる処方せん）の交付も可能です。 

 なお、ご不明な点がございましたら、主治医または薬剤師

にお尋ねください。          県立今治病院長 



救急外来を受診される皆様へ 

 

救急当番日においては、救急外来で診療に先立ち 

看護師による「トリアージ」を行っています。 

「トリアージ」とは、患者様の緊急度・重症度を判

断し、より早期にケアを要する患者様から優先して

診療する方法です。 

来院された順番に診療する体制とは異なり、緊急度

の高い患者様を優先するため、診療の順番が前後す

ることがありますが、円滑な救急外来診療にご理解

とご協力をお願いいたします。 

 

  



一般名処方と長期収載品の選定療法について 

【一般名処方】 

 患者さんが円滑に医薬品を受け取れるよう、お薬を一般名にて処方します。 

 現在、医療用医薬品の一部品目において、製造・供給の停止や出荷調整が相次

いでおります。 

 院外処方せんで「メーカーの販売名」を指定すると、調剤薬局によっては在庫

がない場合がありますので、一部医薬品においては院外処方せんを「メーカーの

販売名」ではなく医薬品の有効成分を表す一般名処方としています。 

 一般名処方を行う場合には、安心して服用いただけるように十分に説明させ

ていただきますので、趣旨をご理解いただきますようお願いします。 

【長期収載品の選定療養】 

 患者さんの希望で長期収載品（同じ効果を持つ後発医薬品が発売され

ている先発医薬品）を選んだ場合に、薬価の差額の一部を患者さんが負

担する長期収載品の選定療養の制度が2024年10月に導入されました。  

 ただし、医師が医療上の必要性があると判断した場合や、供給状況に

より後発医薬品の提供が困難な場合などは、選定療養の対象外となりま

す。ご不明な点はご相談ください。



 



 

 

  

当院では、医療 DX 推進の体制、明細書発行体制につ

いて、下記の整備を行っております。 

①医師等が診療を行う診察室等において、オンライン

資格確認等システムにより取得した診療情報等を

活用して診療をしています。 

②マイナ保険証利用を促進する等、医療ＤＸを通じて

質の高い医療を提供できるよう取り組んでいます。 

③算定した診療報酬の区分・項目の名称及びその点数

又は金額を記載した詳細な明細書を患者さんに無

料で交付しております。 

 

 

県立今治病院長 

令和８年６月 

 

 

医療 DX 推進体制整備加算について 

 



 

情報通信機器を用いた診療について 

 

 

 当院では、情報通信機器を用いた診療(オンライン

診療)の施設基準の届出を行っております。 

 情報通信機器を用いた診療の初診において、向精神

薬の処方は行っておりませんので、ご理解のほどよろ

しくお願いいたします。 

 

県立今治病院 

 


